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の
は
新
聞
社

や
通
信
社
の

職
員
、
官
庁

の
技
術
者
、

そ
し
て
街
中

で
写
真
館
を

営
む
写
真
師

た
ち
で
し

た
。
彼
ら
は

被
災
し
な
が

ら
も
焼
け
野

原
と
な
っ
た

横
浜
の
様
子
を
カ
メ
ラ
に
収
め
、
各
方
面

に
発
信
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

写
真
師
た
ち
の
撮
影
し
た
写
真
は
、
災

害
の
記
録
を
体
系
的
に
整
理
し
た
「
災
害

誌
」
だ
け
で
な
く
、
新
聞
や
グ
ラ
フ
誌
、

さ
ら
に
絵
葉
書
な
ど
の
形
で
現
在
に
残
っ

て
お
り
、
関
東
大
震
災
を
視
覚
的
に
と
ら

え
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
文
字
資
料
と
あ
わ
せ
て
分
析
す
る

こ
と
で
、
横
浜
を
襲
っ
た
地
震
の
状
況
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

従
来
、
関
東
大
震
災
を
撮
影
し
た
横
浜

の
写
真
師
は
、
岡
本
三
朗
と
前
川
謙
三
の

二
人
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

な
か
、
か
つ
て
鎌
倉
市
に
あ
っ
た
西
野
写

真
館
か
ら
関
東
大
震
災
時
の
横
浜
を
撮
影

し
た
写
真
の
原
板
（
ガ
ラ
ス
乾
板
）
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
原
板
が
写
真
館
に
残
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
撮
影
者
は
同
写
真
館

の
経
営
者
だ
っ
た
西
野
芳
之
助
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
来
歴
が
判
明

す
る
写
真
群
が
新
た
に
一
つ
加
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
示
で
は
、
旧
西
野
写
真
館
か
ら
当

館
が
寄
贈
を
受
け
た
ガ
ラ
ス
乾
板
を
中
心

に
、
写
真
師
た
ち
の
撮
影
し
た
被
災
地
、

震
災
時
の
横
浜
の
姿
に
せ
ま
っ
て
い
き

ま
す
。�

（
吉
田
律
人
）

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
一
〇
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。二
〇
一
一（
平

成
二
三
）
年
三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六

分
、
三
陸
沖
の
太
平
洋
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
地
震
は
、
東
北

地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
特
に
津
波
が
襲
っ
た
太
平
洋
の

沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
人
び

と
の
住
む
街
は
廃
墟
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
そ
れ
と
同
じ
状
況
が
約
一
〇
〇

年
前
の
横
浜
で
も
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
午

前
一
一
時
五
八
分
、
神
奈
川
県
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
地
震
、

関
東
大
震
災
で
す
。

　

情
報
技
術
が
発
達
し
た
今
日
、
災
害
の

情
報
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
瞬
く
間
に

世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
も
、
発
災
後
の
悲
惨
な

状
況
は
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
媒
体
に
記
録
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
拡
散
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
東
日
本
大
震
災

の
惨
状
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
も
な
か
っ
た
関
東

大
震
災
当
時
、
災
害
の
情
報
を
記
録
し
た

レンズ越しの
被災地、横浜
―写真師たちの関東大震災―
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企 画
展

　

関
東
大
震
災
の
被
災
地
を
捉
え
た
写
真

は
プ
リ
ン
ト
や
絵
葉
書
、
グ
ラ
フ
誌
、
写

真
集
、
さ
ら
に
災
害
対
応
の
情
報
を
体
系

的
に
整
理
し
た
「
災
害
誌
」
な
ど
、
様
々

な
形
で
今
日
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

約
一
〇
〇
年
前
の
状
況
を
知
る
重
要
な
手

が
か
り
と
な
る
も
の
の
、
伝
播
し
て
い
く

過
程
で
加
工
が
加
え
ら
れ
、
事
実
を
伝
え

て
い
な
い
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
撮
影
者

が
特
定
で
き
る
写
真
も
少
な
く
、
い
つ
、

誰
が
、
何
の
た
め
に
撮
影
し
た
の
か
判
然

と
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

分
析
対
象
と
な
る
資
料
の
性
格
を
検
証

し
て
い
く
上
で
、
こ
れ
ら
は
極
め
て
重
要

な
情
報
だ
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

そ
こ
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
失
わ
れ
て

い
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
等

閑
に
付
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
今
回
の
企
画
展
示
で

紹
介
す
る
「
西
野
写
真
館
旧
蔵
関
東
大
震

災
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
」
は
、
い
く
つ
か
の

空
白
部
分
を
埋
め
る
重
要
な
歴
史
資
料
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
同

資
料
の
発
見
経
緯
か
ら
分
析
の
過
程
、
そ

し
て
資
料
の
持
つ
歴
史
的
な
意
義
等
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
き
た
い
。

岡
本
三
朗
と
前
川
謙
三

　

関
東
大
震
災
を
撮
影
し
た
横
浜
の
写
真

師
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
岡
本
三
朗

（
一
八
九
七
年
―
一
九
九
〇
年
、「
三
朗
」

は
戸
籍
名
で
、
通
常
は
「
三
郎
」
を
使
用
）

と
前
川
謙
三
（
一
八
七
三
年
―
一
九
四
六

年
）
の
二
人
が
知
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
一

三
（
平
成
二
五
）
年
に
開
催
し
た
横
浜
都

市
発
展
記
念
館
・
横
浜
開
港
資
料
館
・
横

浜
市
史
資
料
室
の
連
携
展
示
「
関
東
大
震

災
と
横
浜
」
で
は
、
岡
本
と
前
川
の
撮
影

し
た
写
真
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

岡
本
は
横
浜
を
代
表
す
る
写
真
師
で

あ
っ
た
玉
村
康
三
郎
の
弟
子
で
、
震
災
当

時
は
常
盤
町
二
丁
目
で
写
真
館
を
営
ん
で

い
た
。
岡
本
は
発
災
直
後
か
ら
市
内
の
様

子
を
カ
メ
ラ
に
収
め
、
地
震
の
惨
状
を
記

録
し
て
い
っ
た
。
常
盤
町
か
ら
横
浜
市
役

所
を
撮
影
し
た
写
真
な
ど
、
そ
の
一
部
は

本
誌
第
一
二
一
号
や
第
一
四
七
号
で
紹
介

し
た
通
り
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
岡

本
が
機
動
的
に
撮
影
を
行
っ
て
い
る
点

で
、
煙
が
燻
ぶ
る
市
街
地
な
ど
、
臨
場
感

あ
る
写
真
を
現
在
に
残
し
て
い
る
。

　

一
方
、
前
川
は
帝
室
技
芸
員
で
あ
っ
た

丸
木
利
陽
の
高
弟
で
、
震
災
当
時
は
弁
天

通
三
丁
目
に
お
い
て
写
真
館
を
営
ん
で
い

た
。
地
震
に
よ
っ
て
写
真
館
を
失
っ
た
も

の
の
、
前
川
は
本
牧
に
逃
れ
て
い
た
。
小

西
写
真
専
門
学
校
の
教
授
で
あ
っ
た
秋
山

轍
輔
は
、「
前
川
謙
三
氏
は
一
家
無
事
に

本
牧
に
避
難
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
滅
の
横

浜
で
は
幸
福
な
こ
と
で
あ
る
と
御
悦
び
を

申
す
外
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
、『
写
真
月

報
』
第
二
八
巻
第
一
一
号
（
一
九
二
三
年

一
一
月
）
に
記
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
横
浜
市
か
ら
要
請
を
受
け
た

前
川
は
、
門
弟
た
ち
を
率
い
て
市
内
の
撮

影
を
行
っ
た
。
撮
影
の
時
期
は
市
街
地
の

復
旧
状
況
や
港
内
に
停
泊
す
る
軍
艦
か
ら

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
九
月
中
旬

頃
と
考
え
ら
れ
、
ガ
ラ
ス
乾
板
を
含
め
、

約
一
八
〇
枚
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
（
資

料
群
の
詳
細
は
横
浜
市
史
資
料
室
編
・
発

行
『
報
告
書 

横
浜
・
関
東
大
震
災
の
記

憶
』
二
〇
一
〇
年
を
参
照
）。

　

両
者
の
写
真
を
比
べ
る
と
、「
動
」
の
岡

本
、「
静
」
の
前
川
と
性
格
を
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
一
九
二
四
年
九

月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
美
澤
進
（
横
浜
商

業
学
校
初
代
校
長
）
の
葬
儀
で
も
見
ら
れ

る
。
当
日
の
写
真
記
録
を
担
当
し
た
横
浜

貿
易
新
報
社
の
山
本
和
久
三
記
者
は
、「
写

真
師
は
前
川
君
と
岡
本
君
で
あ
っ
た
が
前

者
は
斯
業
の
老
大
家
で
あ
る
か
ら
特
に
大

体
の
方
針
を
示
し
て
其
自
由
裁
量
に
任

せ
、
後
者
は
予
と
心
易
い
間
柄
で
も
あ
り

且
つ
平
生
所
謂
新
聞
写
真
に
造
詣
の
深
い

の
を
利
用
し
更
に
軽
快
敏
捷
な
る

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
彼
の
特
性

を
極
端
に
発
揮
せ
し
む
べ
く
、
予

も
共
に
広
き
運
動
場
を
馳
駆
し

つ
ゝ
多
数
の
雑
観
を
収
め
た
」
と

し
て
お
り
、
二
人
の
写
真
師
の
性
格
を
端

的
に
表
し
て
い
る
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
一

九
二
四
年
一
〇
月
四
日
）。

　

両
者
の
写
真
と
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
、

公
的
な
記
録
で
あ
る
渡
邊
正
男
編
『
横
浜

市
復
興
会
誌
』（
横
浜
市
復
興
会
、
一
九
二

七
年
）
や
横
浜
市
編
・
発
行
『
横
浜
復
興

誌
』（
一
九
三
二
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
八
月
に

開
館
し
た
横
浜
市
震
災
記
念
館
で
も
展
示

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
や
絵
葉

書
の
形
で
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
横
浜
の

関
東
大
震
災
を
知
る
基
礎
的
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

発見! 関東大震災の写真原板

図Ⅰ　西野写真館旧蔵関東大震災ガラス乾板写真　当館蔵

図Ⅱ　ガラス乾板に貼られた薄紙部分
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新
資
料
と
の
邂
逅

　

岡
本
三
朗
や
前
川
謙
三
の
写
真
が
収
め

ら
れ
た
災
害
誌
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
の
ほ

か
に
、
撮
影
者
の
わ
か
ら
な
い
複
数
の
写

真
群
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
に
、
写
真
の
中
に
撮
影
場
所

等
の
説
明
が
和
文
と
英
文
で
入
っ
た
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
が
横
浜
部
分
を
執

筆
し
た
北
原
糸
子
編
『
写
真
集 

関
東
大

震
災
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
で

も
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
（
画
像
は
横
浜

市
中
央
図
書
館
蔵
『
横
浜
大
正
大
震
災
写

真
帖
』
所
収
の
プ
リ
ン
ト
を
使
用
）。
こ
の

時
以
来
、
技
術
的
に
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
写
真
の
中
に
説
明
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、ず
っ
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
〇
年
近
く
を
経
て
、
奇
跡

的
に
そ
の
答
え
に
接
す
る
機
会
を
得
た
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
秋
、
鎌
倉
市

在
住
の
三
浦
君
代
氏
か
ら
当
館
に
、
自
宅

か
ら
関
東
大
震
災
時
の
横
浜
を
撮
影
し
た

ガ
ラ
ス
乾
板
が
出
て
き
た
、
と
い
う
旨
の

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
震
災
関
係
の
ガ

ラ
ス
乾
板
は
、
プ
リ
ン
ト
を
接
写
し
た
も

の
、
つ
ま
り
、
複
製
版
を
確
認
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
、
当
初
、
筆
者
は
同
様
の
乾

板
だ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
三
浦
氏

の
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
と
、
予
想
は
大
き

く
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

緩
衝
材
と
と
も
に
、
箱
に
入
っ
た
ガ
ラ

ス
乾
板
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
衝
撃
か

ら
す
ぐ
に
鳥
肌
が
立
っ
た
。
驚
く
こ
と

に
、
ガ
ラ
ス
乾
板
は
説
明
入
り
写
真
の
原

板
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
図
Ⅰ
）。
そ
し
て
問

題
の
説
明
部
分
は
、
文
字
を
書
い
た
薄
紙

が
貼
り
付

け
ら
れ
、

そ
れ
を
プ

リ
ン
ト
す

る
と
、
画

像
と
一
緒

に
浮
き
出

る
仕
組
み

と
な
っ
て

い
た
（
図

Ⅱ
）。
こ

れ
に
よ
っ

て
疑
問
が
解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ガ
ラ
ス
乾
板
の
概
要

　

西
野
写
真
館
旧
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
の
サ
イ

ズ
は
縦
一
〇
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
六
セ
ン

チ
で
、
枚
数
は
全
部
で
二
八
枚
あ
る
。
部

分
的
に
欠
け
て
い
る
も
の
や
、
薄
紙
の
外

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
保
存
状

態
は
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。
こ
の
来
歴

を
三
浦
君
代
氏
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
撮
影

者
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
に
依
れ
ば
、
三
浦
氏
の
出
身
は
鶴

岡
八
幡
宮
前
に
あ
っ
た
西
野
写
真
館
（
鎌

倉
市
雪
ノ
下
）
で
、
同
写
真
館
は
横
浜
で

写
真
館
を
営
ん
で
い
た
西
野
芳
之
助
が
大

正
期
に
開
業
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九

一
三
（
大
正
二
）
年
段
階
の
「
横
浜
写
真

業
組
合
名
簿
」（
岡
太
郎
編
『
神
奈
川
県
案

内
誌
』
勧
業
協
会
所
収
）
に
は
、
日
ノ
出

町
一
丁
目
在
住
の
西
野
の
名
前
が
確
認
で

き
、
伝
承
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

原
板
が
西
野
写
真
館
に
伝
わ
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
撮
影
者
は
西
野
芳
之
助
だ
っ

た
と
推
察
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
西
野
は

状
況
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
古
巣
の
横
浜

に
赴
き
、
被
災
地
の
様
子
を
撮
影
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
和
文
と
英
文
の
解

説
を
加
え
て
い
る
の
で
、
国
内
外
を
問
わ

ず
、
被
災
地
の
状
況
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
後
、
三
浦
氏
の
ご
厚
意
で
ガ
ラ
ス

乾
板
を
当
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
プ
リ
ン
ト
の
作
成
と
同
時
に
、

撮
影
場
所
や
時
期
の
特
定
な
ど
、
分
析
作

業
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
大

枠
に
つ
い
て
掴
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
初
に
撮
影
場
所
だ
が
、
こ
れ
は
解
説

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
容
易
に
場
所
を
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
建
物
の
残
骸
と
瓦

礫
の
み
で
、
目
標
物
が
少
な
い
山
下
町
に

つ
い
て
も
、
岡
本
三
朗
や
前
川
謙
三
の
写

真
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
場
所
の
特
定
が

可
能
と
な
っ
た
。
特
徴
的
な
の
は
、
被
害

を
受
け
た
建
物
だ
け
で
な
く
、
道
を
歩
く

人
び
と
を
捉
え
て
い
る
点
で
、
被
災
者
や

復
旧
に
携
わ
る
人
の
様
子
が
わ
か
る
。

　

続
い
て
撮
影
時
期
は
横
浜
港
に
停
泊
す

る
軍
艦
や
社
会
基
盤
の
復
旧
状
況
か
ら
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
元
町

か
ら
堀
川
の
河
口
部
を
撮
影
し
た
図
Ⅲ
の

写
真
に
は
、
横
浜
港
に
停
泊
す
る
戦
艦

「
伊
勢
」
が
確
認
で
き
る
（
図
Ⅳ
）。
同
艦

の
入
港
期
間
は
九
月
九
日
か
ら
三
〇
日
ま

で
な
の
で
、
こ
の
写
真
は
そ
の
時
期
に
撮

影
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
亀
之
橋
を
撮
影
し
た
別
の
写
真

か
ら
撮
影
時
期
を
絞
る
こ
と
が
で
き
た
。

亀
之
橋
は
九
月
一
四
日
か
ら
小
倉
駐
屯
の

工
兵
第
一
二
大
隊
が
復
旧
作
業
に
着
手

し
、
二
一
日
に
完
成
す
る
が
、
写
真
の
橋

梁
は
明
ら
か
に
そ
れ
以
前
の
状
態
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
図
Ⅲ
の
写
真
と
合
わ
せ
る

と
、
撮
影
時
期
は
地
震
発
生
か
ら
二
週
間

が
経
過
し
な
い
九
月
九
日
か
ら
一
三
日
頃

だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

原
板
で
あ
る
た
め
、
西
野
の
写
真
は
非

常
に
鮮
明
で
、
被
写
体
の
細
部
ま
で
し
っ

か
り
わ
か
る
。
今
後
、
岡
本
や
前
川
の
写

真
と
と
も
に
、
関
東
大
震
災
研
究
の
基
礎

資
料
の
一
つ
と
し
て
、
幅
広
く
活
用
さ
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。

�

（
吉
田
律
人
）

図Ⅲ　横浜市元町河岸惨害　1923（大正12）年 9 月　当館蔵

図Ⅳ　停泊中の戦艦「伊勢」
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資料
よもやま話1

　

江
戸
時
代
、
剣
術
は
武
士
だ
け
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
百
姓
・
町
人
と
い
っ
た

庶
民
の
間
に
も
剣
術
は
広
く
普
及
し
て
い

た
（
平
川
新
『
日
本
の
歴
史
十
二　

開
国

へ
の
道
』
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
）。
庶
民

へ
の
剣
術
普
及
を
担
っ
た
人
物
は
全
国
各

地
に
数
多
存
在
す
る
。

　

当
館
で
は
萩
原
茂
家
文
書
を
複
製
本
に

て
公
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
相
模

国
鎌
倉
郡
平
戸
村
（
現
戸
塚
区
）
の
在
村

剣
術
家
・
萩
原
連
之
助
行
篤
の
稽
古
記
録

や
入
門
帳
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

連
之
助
の
稽
古
記
録
と
入
門
帳
に
つ
い

て
は
渡
辺
一
郎
『
幕
末
関
東
剣
術
英
名
録

の
研
究
』（
渡
辺
書
店
、
一
九
六
七
年
）
の

中
で
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
稽
古
人
・
入

門
者
の
数
を
再
集
計
し
た
と
こ
ろ
異
同
が

あ
っ
た
た
め
、
今
回
改
め
て
集
計
結
果
を

示
す
こ
と
に
し
た
。

　

連
之
助
は
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）

七
月
八
日
、
江
戸
湯
島
の
杉
浦
邸
に
生
ま

れ
た
。
萩
原
家
は
旗
本
杉
浦
家
の
代
官
を

務
め
る
家
柄
で
あ
っ
た
。
天
保
一
二
年

（
一
八
四
一
）、
連
之
助
は
信
州
上
田
藩
士

早
田
真
太
郎
か
ら
直
心
影
流
を
学
び
、
長

沼
庄
兵
衛
（
直
心
影
流
）・
団
野
源
之
進

（
同
）・
庄
司
弁
吉
（
北
辰
一
刀
流
）・
伊
庭

軍
兵
衛
（
心
形
刀
流
）・
桃
井
春
蔵
（
鏡
新

明
智
流
）
ら
の
道
場
に
も
通
っ
て
剣
技
を

磨
い
た
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
平
戸

村
に
剣
術
道
場
を
構
え
、
時
に
諸
国
を
遊

歴
し
て
鍛
錬
に
励
ん
だ
。
そ
の
後
、
近
習

格
の
代
官
見
習
、
近
習
、
支
配
役
を
歴
任

し
、
明
治
以
降
は
戸
長
・
区
長
・
地
租
改

正
総
代
人
・
学
区
取
締
・
医
務
取
締
、
神

奈
川
県
の
巡
査
撃
剣
事
務
掛
を
務
め
る
な

ど
、
変
動
す
る
時
代
の
中
で
剣
術
に
出
精

し
な
が
ら
地
方
行
政
を
担
い
、
明
治
三
七

年
（
一
九
〇
四
）
二
月
一
二
日
に
そ
の
生

涯
を
閉
じ
た
。
連
之
助
の
詳
し
い
履
歴
に

つ
い
て
は
、
西
川
武
臣
「
萩
原
連
之
助
の

記
録
」（『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
第
二
六
号
、

一
九
八
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

各
地
の
剣
術
家
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ

て
錬
磨
さ
れ
た
剣
技
は
い
か
に
し
て
横
浜

周
辺
の
村
々
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
稽
古
記
録
と
入
門
帳
を
手
が
か
り

に
読
み
取
っ
て
み
た
い
。

「
剣
客
名
」
の
中
の
剣
士
た
ち

　

連
之
助
の
稽
古
記
録
に
は
「
剣
客
名
」

（
№
八
）
と
い
う
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

稽
古
の
た
め
に
萩
原
道
場
を
訪
れ
た
剣
術

家
た
ち
の
名
簿
で
あ
り
、
嘉
永
五
年
（
一

八
五
二
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

ま
で
、
一
九
六
人
を
確
認
で
き
る
。
そ
こ

に
は
「
神
道
無
念
流　

斎
藤
弥
九
郎
門
人　

上
田
藩　

篠
原
国
太
郎　

寅
八
月
三
日
試

合
」
と
い
う
具
合
に
、
稽
古
の
年
月
日
、

稽
古
相
手
の
名
前
は
も
と
よ
り
、
剣
術
流

派
・
師
匠
名
・
出
身
・
肩
書
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
情
報
を
集
計
し
、
剣
術
家
数

の
変
化
を
示
す
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

二
人
以
下
の
流
派
は
「
そ
の
他
」、
流
派
名

の
記
載
が
な
い
者
は
「
無
記
載
」
と
し
た
。

合
計
数
が
一
九
六
人
で
は
な
く
、
二
〇
〇

人
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
同
一
人
物
が
複

数
回
稽
古
し
て
い
た
り
、
二
流
派
を
兼
業

し
て
い
る
者
が
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の

表
を
見
る
と
、
安
政
二
年
か
ら
同
六
年
ま

で
が
萩
原
道
場
に
お
け
る
出
稽
古
の
ピ
ー

ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

最
も
多
い
の
は
連
之
助
自
身
の
流
派
で

あ
る
直
新
影
流
で
四
八
人
と
突
出
し
て
い

る
。
一
七
、
一
八
世
紀
に
か
け
て
成
立
し

た
直
新
影
流
は
竹
刀
で
の
打
込
稽
古
を
広

め
た
一
流
派
と
い
わ
れ
、
幕
末
期
に
は
幕

府
の
総
合
的
な
武
芸
稽
古
機
関
で
あ
る
講

武
所
の
頭
取
並
を
務
め
た
男
谷
精
一
郎
ら

を
輩
出
し
た
。「
剣
客
名
」
に
は
男
谷
の
門

人
四
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
連

之
助
が
道
場
に
通
っ
た
長
沼
庄
兵
衛
や
団

野
源
之
進
の
門
人
の
名
前
が
見
え
る
。
修

業
時
代
の
交
流
が
道
場
主
と
な
っ
て
以
後

も
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

直
新
影
流
に
次
ぐ
の
が
北
辰
一
刀
流
二

二
人
、
神
道
無
念
流
二
一
人
で
あ
る
。
北

辰
一
刀
流
は
玄
武
館
、
神
道
無
念
流
は
練

兵
館
と
呼
ば
れ
る
道
場
を
江
戸
に
開
き
、

い
ず
れ
も
多
く
の
門
人
を
集
め
て
隆
盛
を

極
め
て
い
た
。
諸
流
の
門
人
た
ち
は
江
戸

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
近
郊
農
村
の
腕

あ
る
剣
術
家
の
も
と
を
た
び
た
び
訪
れ
て

は
稽
古
に
励
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
北
辰

一
刀
流
で
は
開
祖
千
葉
周
作
門
人
の
香
取

熊
五
郎
が
嘉
永
七
年
（
安
政
元
・
一
八
五

四
）
九
月
一
八
日
、
同
じ
く
真
田
範
之
輔

が
安
政
三
年
四
月
一
〇
日
に
稽
古
を
行
っ

て
い
る
。
神
道
無
念
流
で
は
斎
藤
弥
九
郎

の
門
人
九
人
を
確
認
で
き
る
。

　

武
蔵
国
・
相
模
国
に
多
く
の
門
人
を
有

し
て
い
た
天
然
理
心
流
に
つ
い
て
は
、
合

計
六
人
の
来
訪
を
確
認
で
き
る
。
安
政
五

年
八
月
に
宗
家
の
近
藤
勇
が
自
ら
萩
原
道

場
を
訪
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
七
月
六

日
に
一
三
代
将
軍
徳
川
家
定
が
死
去
し
た

直
後
（「
御
停
止
中
」）
で
あ
り
、
弔
意
を

表
す
る
た
め
稽
古
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

萩
原
道
場
で
の
稽
古
に
つ
い
て
注
目
し

た
い
の
は
、
様
々
な
藩
士
と
の
関
わ
り
で

あ
る
。
門
人
を
萩
原
道
場
に
派
遣
し
た
剣

術
師
範
の
う
ち
一
八
人
、
稽
古
相
手
の
う

ち
三
八
人
が
藩
士
で
あ
る
。
藩
名
を
挙
げ

る
と
、
仙
台
・
新
庄
・
村
上
・
黒
川
・
高

田
・
水
戸
・
麻
生
・
大
田
原
・
烏
山
・
高

崎
・
川
越
・
小
田
原
・
上
田
・
大
垣
・
田

中
・
掛
川
・
刈
谷
・
桑
名
・
亀
山
・
水

口
・
膳
所
・
出
石
・
丹
南
・
姫
路
・
龍

野
・
鴨
方
・
長
州
・
徳
島
・
久
留
米
・
中

津
・
佐
賀
・
佐
伯
・
延
岡
・
佐
土
原
藩
で

あ
り
、
実
に
幅
広
い
。
全
国
各
地
の
藩
士

が
萩
原
道
場
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
背
景

は
判
然
と
し
な
い
が
、
剣
術
道
場
や
諸
藩

の
武
家
屋
敷
が
密
集
す
る
江
戸
か
ら
無
理

な
く
通
え
る
範
囲
内
、
東
海
道
保
土
ヶ
谷

宿
に
接
す
る
と
い
う
平
戸
村
の
地
理
的
利

便
性
が
関
係
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
長
州
藩
の
場
合
は
他
と
事
情

が
異
な
り
、
異
国
船
来
航
に
伴
う
相
州
警

衛
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
長
州
藩
は

嘉
永
六
年
か
ら
安
政
五
年
の
間
、
幕
府
の

命
で
相
模
国
に
預
所
を
置
き
、
陣
屋
・
台

場
の
警
衛
を
担
当
し
た
（
相
州
警
衛
）。

「
剣
客
名
」
に
よ
る
と
、
安
政
三
年
に
小
野

派
一
刀
流
の
山
田
清
太
良
、
神
道
無
念
流

の
岡
与
市
・
芥
川
三
九
郎
ら
の
名
が
あ

る
。
ま
た
、
長
州
藩
士
堀
重
蔵
が
鏡
新
明

智
流
の
木
藤
和
平
次
の
門
人
と
し
て
安
政

四
年
か
ら
同
六
年
ま
で
毎
年
萩
原
道
場
で

出
稽
古
を
行
っ
て
い
る
。
長
州
藩
に
よ
る

相
州
警
衛
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
三
浦
郡

上
宮
田
村
（
現
三
浦
市
）
の
陣
屋
で
あ
る

が
、
連
之
助
は
安
政
五
年
正
月
に
同
陣
屋

萩原連之助の稽古記録と入門帳
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で
剣
術
の
試
合
を
行
い
、
有
事
に
備
え
る

た
め
近
郊
農
村
の
子
弟
に
剣
術
を
教
授
す

る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
開

港
の
ひ
ろ
ば
』
第
二
六
号
）。
連
之
助
に
は

長
州
藩
の
相
州
警
衛
の
末
端
を
担
う
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
兵
法
起
証
文
」に
み
る
入
門
者

　

次
に
入
門
帳
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
萩

原
茂
家
文
書
に
は
入
門
者
の
名
簿
で
あ
る

「
兵
法
起
証
文
」
六
点
が
残
り
、
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
か
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
に
至
る
入
門
者
を
確
認
で
き
る
。
こ

こ
で
は
幕
末
期
の
入
門
者
を
把
握
で
き
る

三
点
（
№
四
・
一
〇
・
一
二
）
を
分
析
し
、

年
ご
と
の
変
化
を
表
２
に
示
し
た
。
連
之

助
が
道
場
を
構
え
た
の
は
弘
化
四
年
だ

が
、
そ
の
前
年
か
ら
入
門
者
が
い
た
こ
と

に
な
り
、
経
営
の
土
台
を
築
い
た
上
で
の

道
場
開
設
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
、
入
門
者
数
は
停
滞
す
る
が
、
嘉
永
四

年
か
ら
安
政
元
年
に
か
け
て
は
毎
年
一
〇

人
以
上
、
同
三
年
に
は
最
も
多
い
二
七
人

の
入
門
者
を
得
て
い

る
。
こ
の
頃
に
は
直
新

影
流
を
中
心
と
す
る
剣

術
家
た
ち
が
萩
原
道
場

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
次
第
に
活
況

を
呈
し
て
い
っ
た
様
子

が
窺
え
る
。

　

た
だ
惜
し
い
こ
と
に

「
兵
法
起
証
文
」
に
は

入
門
者
の
出
自
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
ど
こ
の
誰
な
の
か

を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
萩

原
道
場
の
入
門
者
の
す
べ
て
が
「
兵
法
起

証
文
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
萩
原
道
場
の
入
門
者
た
ち
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
の
検
討
課
題
と

な
る
が
、「
兵
法
起
証
文
」
に
記
載
の
あ
る

相
沢
和
吉
（
嘉
永
三
年
入
門
）
は
鎌
倉
郡

阿
久
和
村
（
現
瀬
谷
区
）
の
旧
家
、
相
沢

藤
馬
（
安
政
元
年
入
門
）
は
同
郡
舞
岡
村

（
現
戸
塚
区
）
の
豪
農
、
桜
本
喜
兵
衛
（
嘉

永
五
年
入
門
）・
松
本
銀
蔵
（
嘉
永
六
年

入
門
）・
生
駒
幸
吉
（
安
政
三
年
入
門
）・

関
根
亀
八
（
同
）
は
い
ず
れ
も
藤
沢
宿
の

者
た
ち
で
あ
る
（
前
掲
『
幕
末
関
東
剣
術

英
名
録
の
研
究
』）。

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
武
蔵
国

久
良
岐
郡
磯
子
村
（
現
磯
子
区
）
の
年
寄

役
、
数
え
年
三
二
歳
の
壮
年
で
あ
っ
た
一

〇
代
目
堤
磯
右
衛
門
の
入
門
を
確
認
で
き

る
。
安
政
六
年
の
横
浜
開
港
後
、
磯
子
村

で
は
見
張
小
屋
を
置
き
、
海
岸
を
見
廻
っ

て
尊
王
攘
夷
派
の
浪
士
（
浪
人
）
た
ち
を

取
り
締
ま
っ
て
い
た
。
横
浜
十
里
四
方
は

外
国
人
の
行
動
が
許
さ
れ
る
遊
歩
区
域
内

で
あ
っ
た
た
め
、
村
は
い
つ
何
時
浪
士
の

襲
撃
を
受
け
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
の
中

に
あ
っ
た
。
浪
士
に
よ
る
襲
撃
事
件
が
相

次
ぐ
中
、
横
浜
周
辺
で
も
生
麦
事
件
や
井

土
ヶ
谷
事
件
と
い
っ
た
外
国
人
殺
傷
事
件

が
起
こ
っ
て
い
た
。
年
寄
役
を
務
め
る
磯

右
衛
門
に
と
っ
て
、
剣
術
は
武
士
へ
の
身

上
り
願
望
の
発
露
、
文
化
行
動
で
あ
る
と

と
も
に
、
浪
士
を
取
り
締
ま
り
、
村
の
治

安
を
維
持
す
る
た
め
の
実
践
的
武
芸
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

庶
民
剣
士
誕
生
の
背
景

　

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
五
月
、
幕
府

は
身
分
を
忘
れ
て
「
気
が
さ
」
に
な
る
と

し
て
百
姓
の
武
芸
稽
古
を
取
り
締
ま
っ
て

い
た
（『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
）。
そ
れ

で
も
在
村
の
武
芸
稽
古
は
止
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
ず
、
各
地
で
庶
民
剣
士
が
誕
生
し

て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

万
延
二
年
（
文
久
元
・
一
八
六
一
）
二

月
、
幕
府
は
浪
人
・
無
宿
・「
不
法
候
者
」

の
取
締
を
強
化
す
る
よ
う
に
命
じ
た（『
幕

末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
）。
こ
の
触
書
に

は
「
向
後
右
体
の
者
（
浪
人
・
無
宿
・
不

法
者
）
共
立
廻
り
候
は
ば
、
聊
か
用
捨
無

く
捕
り
押
さ
え
置
き
、
早
々
申
し
聞
け
ら

る
べ
く
候
、
尤
も
手
に
余
り
候
義
も
候
は

ば
打
ち
捨
て
候
と
も
苦
し
か
ら
ず
候
」（
括

弧
内
は
筆
者
。
原
文
は
書
き
下
し
文
に
改

め
た
）
と
あ
る
。
浪
人
た
ち
が
立
ち
回
っ

た
場
合
、
そ
れ
を
取
り
押
さ
え
る
の
は

村
々
の
役
目
で
あ
り
、
手
に
余
っ
た
場
合

は
「
打
ち
捨
て
」、
つ
ま
り
殺
害
す
ら
容
認

し
て
い
る
。
実
戦
慣
れ
し
た
浪
士
を
捕
縛

し
、
時
に
「
打
ち
捨
て
」
る
だ
け
の
技
量

が
村
々
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

萩
原
道
場
を
核
に
各
地
の
諸
流
派
剣
士

と
の
交
流
で
磨
か
れ
た
剣
術
が
開
港
地
・

東
海
道
周
辺
村
々
に
還
元
さ
れ
て
い
く
。

萩
原
茂
家
文
書
が
伝
え
る
「
剣
客
名
」
と

「
兵
法
起
証
文
」
か
ら
は
、
そ
う
し
た
一
連

の
流
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

�

（
神
谷
大
介
）

写真　萩原道場の風景　萩原茂家文書

表 1　萩原道場に通った稽古相手の流派と人数
� 年代
流派

嘉　永 安　　　政 万延 文　久 元治 慶　応 合計5 6 1 2 3 4 5 6 1 1 2 3 1 1 2 3
直 心 影 流 7 2 5 2 9 8 3 3 3 2 3 1 48
北辰一刀流 1 1 3 3 3 4 1 2 4 22
神道無念流 1 1 4 4 2 1 3 2 1 1 1 21
一 刀 流 1 1 1 4 1 1 1 1 11
小野派一刀流 3 1 1 1 2 1 1 1 11
鏡新明智流 2 1 1 3 3 1 11
田 宮 流 1 1 1 1 2 1 7
天然理心流 1 2 1 2 6
心 形 刀 流 1 1 1 2 1 6
柳 剛 流 2 1 1 1 1 6
新 陰 流 1 1 1 2 5
甲源一刀流 1 1 1 1 4
貫 心 流 3 1 4
天真一刀流 1 2 3
八幡一刀流 3 3
そ の 他 1 1 2 1 2 4 1 1 1 1 15
無 記 載 2 2 2 4 1 1 1 1 1 2 17
合　　計 16 8 15 20 24 26 23 20 8 4 11 5 0 6 7 7 200
・萩原茂家文書№ 8「剣客名」より作成。

表 2　萩原連之助門人数の変化
年　代 人数 年　代 人数

弘化 3 年（1846） 12 安政 4 年（1857） 6
弘化 4 年（1847） 1 安政 5 年（1858） 15
嘉永 1 年（1848） 7 安政 6 年（1859） 4
嘉永 2 年（1849） 0 万延 1 年（1860） 3
嘉永 3 年（1850） 3 文久 1 年（1861） 7
嘉永 4 年（1851） 15 文久 2 年（1862） 6
嘉永 5 年（1852） 15 文久 3 年（1863） 1
嘉永 6 年（1853） 18 元治 1 年（1864） 19
安政 1 年（1854） 14 慶応 1 年（1865） 18
安政 2 年（1855） 6 慶応 2 年（1866） 26
安政 3 年（1856） 27 慶応 3 年（1867） 0
・�萩原茂家文書№ 4・10・12「兵法起証文（入門帳）」
より作成。
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資料
よもやま話2

　

日
露
戦
争
期
に
お
け
る
増
税
に
加
え
兵

力
動
員
に
よ
る
労
働
力
不
足
に
よ
り
、
疲

弊
し
た
農
村
を
立
て
直
す
た
め
に
、
日
露

戦
後
に
内
務
・
文
部
・
農
商
務
省
を
中
心

に
地
方
改
良
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の

期
待
を
担
っ
た
の
は
、
農
村
の
青
年
た
ち

で
あ
っ
た
。
宮
田
吉
五
郎
（
写
真
１
）
も
、

そ
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
稿
で
は
地
域
の

青
年
会
で
の
吉
五
郎
の
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
、
明
治
・
大
正
期
の
「
農
村
青
年
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

吉
五
郎
は
一
八
九
〇
年
に
小
山（
現
在
、

緑
区
小
山
町
）
に
生
ま
れ
、
村
立
高
等
中

里
小
学
校
を
卒
業
し
た
。農
業
に
従
事
し
、

一
九
二
二
年
に
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
蚕
桑

指
導
員
と
し
て
、
養
蚕
家
に
指
導
を
行
な

い
、村
の
育
蚕
技
術
の
改
善
を
は
か
っ
た
。

　

小
山
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
か

ら
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
ま
で
、
神
奈

川
県
都
筑
郡
中
里
村
に
一
三
あ
っ
た「
字
」

の
一
つ
で
あ
る
。
多
摩
丘
陵
の
東
縁
部
、

鶴
見
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
恩
田
川
と
の

間
に
位
置
し
た
。
一
九
〇
七
年
の
戸
数
は

三
八
戸
で
、
農
業
を
営
む
家
が
多
く
、
明

治
二
〇
年
代
か
ら
養
蚕
も
行
な
わ
れ
た
。

　

宮
田
家
は
小
山
町
の
旧
家
で
、
宝
暦
八

（
一
七
五
八
）
年
正
月
の
質
地
証
文
か
ら

昭
和
に
か
け
て
、
お
よ
そ
三
〇
〇
点
の
文

書
類
を
所
蔵
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料

は
、
吉
五
郎
の
孫
に
あ
た
る
宮
田
吉

秀
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
当
館
へ
寄

贈
さ
れ
複
製
を
公
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

農
事
品
評
会
の
賞
状

　

宮
田
家
文
書
に
、
吉
五
郎
が
都
筑

郡
農
会
な
ど
か
ら
贈
ら
れ
た
、
農
事
品
評

会
の
賞
状
が
見
ら
れ
る
（
図
１
）。

　

都
筑
郡
農
会
は
一
八
九
九
年
六
月
農
会

法
の
成
立
後
、
一
九
〇
〇
年
六
月
に
設
立

認
可
を
受
け
、
翌
年
二
月
に
発
会
式
を
行

な
っ
た
。
農
事
調
査
・
農
業
教
育
・
農
事

改
善
・
農
家
の
副
業
・
農
事
組
合
・
村
農

会
の
督
励
な
ど
の
改
良
発
達
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。
郡
農
会
は
、
中
里
村
で

行
わ
れ
た
い
く
つ
か
の
団
体
の
農
事
品
評

会
に
、
賞
状
を
贈
っ
て
い
た
。

　

図
１
を
見
る
と
、
吉
五
郎
は
、
一
九
一

九
年
に
行
な
わ
れ
た
中
里
村
農
会
第
一
回

農
産
物
品
評
会
で
は
、
米
二
等
賞
・
落
花

生
四
等
賞
・
繭
二
等
賞
で
あ

り
、
同
時
期
に
複
数
の
種
類

の
農
産
物
を
生
産
し
て
い

た
。
ま
た
、
一
九
一
九
年
に

行
な
わ
れ
た
養
蚕
組
合
連
合

会
第
一
回
繭
品
評
会
で
も
一

等
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
そ

の
後
も
繭
で
受
賞
す
る
な

ど
、
養
蚕
に
力
を
入
れ
て
い

た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

賞
状
の
品
評
会
名
に
、「
中

村
小
学
校
同
志
会
」、「
中
里

村
有
終
会
」、「
中
里
村
小
山

青
年
会
」（
写
真
２
）
が
開
催

し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
、
中
里
村
の
青
年
会

が
行
な
っ
た
農
事
品
評
会
で

あ
っ
た
。
前
の
二
つ
は
小
学

校
同
窓
生
の
組
織
、
も
う
一

つ
は
「
字
」
単
位
の
青
年
会

で
あ
る
。

青
年
会
に
つ
い
て

　

地
方
改
良
運
動
を
契
機
と
し
て
、
各
地

に
行
政
村
を
単
位
と
す
る
青
年
会
（
団
）

が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
務
省

地
方
局
長
や
文
部
省
普
通
学
務
局
長
は
、

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に
、
相
次
い

で
青
年
団
体
に
関
す
る
通
達
を
出
し
た
。

一
九
〇
八
年
に
は
「
戊
申
詔
書
」
が
出
さ

れ
、
町
村
を
単
位
と
し
た
青
年
団
体
へ
の

改
善
が
指
導
さ
れ
た
。
青
年
の
風
紀
の
改

善
、
知
徳
の
啓
発
、
体
位
の
向
上
な
ど
に

つ
と
め
、
公
共
事
業
の
補
助
機
関
と
し
て

活
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

中
里
村
に
も
複
数
の
青
年
会
が
存
在
し

た
。
吉
五
郎
は
、
出
身
校
で
あ
る
高
等
中

里
小
学
校
の
同
窓
生
を
組
織
し
た
有
終
会

と
、「
字
」
の
小
山
青
年
会
に
所
属
し
た
。

有
終
会
と
吉
五
郎

　

有
終
会
は
、
会
員
相
互
の
交
誼
を
厚
く

し
、
智
徳
を
修
め
、
協
同
一
致
の
精
神
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
、
一
八
九
七
年
に
高

等
中
里
小
学
校
卒
業
生
で
組
織
さ
れ
た
。

小
学
校
の
同
窓
会
で
あ
る
た
め
会
員
は
青

年
男
女
で
、
一
九
一
三
年
に
二
五
六
人
、

一
九
一
四
年
に
二
七
六
人
と
、
中
里
村
で

は
最
も
会
員
数
の
多
い
青
年
会
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
事
業
に
は
講
話
会
・
談
話
会

明治・大正期の農村青年
―小山と宮田吉五郎―

図１　宮田吉五郎の農産物品評会賞状

写真１　宮田吉五郎
　　　　宮田吉秀家文書

写真２　中里村小山青年会苗代品評会賞状　宮田吉秀家文書

番号 年　代 品　評　会　名 成　績 発　行
1 1912年 3 月 中村小学校同志会第1回麦作立毛品評会 1等賞 都筑郡農会長
2 1912年10月 中里村小山青年会苗代品評会 4等賞 都筑郡農会長
3 1912年11月 中里村有終会第1回麦作立毛品評会 3等賞 都筑郡農会長

4 1919年 3 月 中里村農会第1回農産物品評会 米 2等賞/落花生
4等賞/繭 2等賞 都筑郡農会長

5 1919年 3 月 中里村農会第1回稲作立毛品評会 関取 3等賞 都筑郡農会長
6 1919年 3 月 養蚕組合連合会第1回繭品評会 1等賞 都筑郡中里村農会長
7 1919年10月 第2回都筑郡繭品評会 春繭 3等賞 都筑郡繭品評会長
8 1921年12月 都筑郡農会第11回農産物品評会 繭 2等賞 都筑郡農会長
9 1924年11月 中里村農会第3回農産物品評会 小麦 3等賞 都筑郡農会長
10 1933年11月 組合主催第1回春蚕繭質改良品評会 4等賞 都筑郡養蚕業組合長
11 1935年 4 月 中里村農会第3回水稲品評会 4等賞 都筑郡農会長
12 1936年12月 都筑郡農会主催第1回農作物品評会 春繭 3等賞 都筑郡農会長

13 1937年 2 月 第1回麦作立毛品評会 3等賞 都筑郡中里村小山
農事実行組合長

14 1940年11月 大日本蚕糸会神奈川支会主催紀元二千六百年記念蚕業共進会 繭 4等賞 蚕業共進会会長
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が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
村
で
唯
一
『
有

終
の
友
』
と
い
う
文
芸
を
主
と
す
る
雑
誌

を
発
行
し
て
い
た
。

　

同
誌
は
一
九
〇
九
年
に
創
刊
し
、
以
後

一
九
一
三
年
五
月
（
第
一
六
号
）
ま
で
発

行
さ
れ
た
。
編
集
主
任
を
廣
田
秀
風
（
長

重
）
が
担
当
し
た
。
そ
の
弟
で
あ
り
作
家

で
、
後
に
横
浜
貿
易
新
報
社
の
記
者
と

な
っ
た
廣
田
花
崖
（
鉄
五
郎
）
が
、
作
品

を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
募
集
原
稿
の
選
者

に
な
っ
て
い
た
。
雑
報
欄
で
は
、
有
終
会

及
び
他
地
域
の
青
年
会
の
事
業
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
吉
五
郎
は
文
章
を
投
稿
し
、

編
集
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。

　

同
会
は
小
学
校
の
同
窓
生
に
、
さ
ら
な

る
教
育
の
機
会
を
与
え
る
役
割
を
期
待
さ

れ
て
い
た
が
、
中
里
村
青
年
会
が
結
成
さ

れ
る
の
に
伴
い
、
活
動
を
終
え
た
よ
う
で

あ
る
。

小
山
青
年
会
と
吉
五
郎

　

小
山
青
年
会
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三

七
）年
一
一
月
に
創
立
し
、
一
九
四
一（
昭

和
一
六
）
年
四
月
二
七
日
に
解
散
し
た
。

字
内
の
一
五
才
か
ら
四
一
才
ま
で
の
男
子

を
会
員
と
し
、
公
共
事
業
、
兵
士
の
送
迎
、

祭
典
及
び
天
災
等
の
際
互
に
扶
助
し
、
労

動
事
は
総
て
誠
実
に
尽
力
し
、
時
局
に
対

し
共
に
事
業
の
発
展
進
歩
を
計
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。
ま
た
、
勤
倹
貯
蓄
を
旨
と

し
、
互
に
交
誼
を
厚
く
し
、
喜
憂
を
共
に

す
る
と
し
た
。
年
一
回
開
催
さ
れ
る
総
会

で
は
、「
戊
申
詔
書
」
が
読
ま
れ
た
。

　

当
館
が
複
製
を
公
開
し
て
い
る
「
小
山

青
年
会
関
係
資
料
」（
落
合
康
夫
氏
所
蔵
）

に
、
二
冊
の
会
誌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
役

員
が
記
録
し
た
も
の
で
、
同
青
年
会
が
五

周
年
を
迎
え
た
一
九
一
〇
年
三
月
か
ら
一

九
四
一
年
ま
で
、
具
体
的
な
活
動
内
容
が

わ
か
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
、

同
会
の
事
業
を
紹
介
し
た
い
。

　

吉
五
郎
は
、
一
九
〇
五
年
に
は
小
山
青

年
会
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
二

年
度
に
幹
事
と
な
り
、
一
九
二
三
年
度
ま

で
評
議
員
な
ど
役
員
を
務
め
た
。
な
か
で

も
一
九
一
五
か
ら
一
九
一
七
年
度
ま
で

は
、
会
長
で
あ
っ
た
。
役
員
で
あ
っ
た
時

期
に
行
な
っ
た
事
業
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

　

①
視
察
と
講
習
会
及
び
旅
行

　

一
九
一
四
年
二
月
に
は
、
中
村
小
学
校

同
志
会
と
合
同
で
、
文
部
省
か
ら
表
彰
さ

れ
た
高
座
郡
溝
村
青
年
会
を
視
察
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
三
月
一
二
日
か
ら
一
五
日

と
、
一
七
日
に
、
神
奈
川
県
地
方
改
良
会

講
習
会
に
他
の
役
員
と
共
に
参
加
し
た
。

　

同
年
四
月
一
〇
日
・
一
一
日
に
は
、
都

筑
郡
青
年
会
連
合
で
、
東
京
の
上
野
で
行

な
わ
れ
た
大
正
博
覧
会
参
観
を
行
な
い
、

一
六
名
が
参
加
し
た
。

　

一
九
一
六
年
四
月
一
七
日
・
一
八
日
に

は
大
山
・
江
の
島
・
鎌
倉
へ
団
体
旅
行
を

企
画
し
、
一
一
名
が
参
加
し
た
。

　

②
『
横
浜
貿
易
新
報
』
主
催
青
年
大
会

　

一
九
一
五
年
五
月
五
日
に
『
横
浜
貿
易

新
報
』
主
催
青
年
大
会
が
行
な
わ
れ
た
。

神
奈
川
県
内
各
地
の
青
年
会
代
表
者
が
一

堂
に
会
し
た
大
規
模
な
大
会
で
あ
っ
た

が
、
小
山
青
年
会
か
ら
も
、
吉
五
郎
を
含

む
三
名
が
参
加
し
た
。

　

③
御
大
典
記
念
事
業

　

一
九
一
五
年
大
正
天
皇
の
御
大
典
事
業

と
し
て
、
会
員
に
桐
苗
を
一
本
ず
つ
配
布

し
た
。
翌
年
に
は
、
字
内
の
工
事
に
使
用

す
る
土
取
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た
官
有

地
を
、郡
役
所
か
ら
許
可
を
得
て
借
入
れ
、

記
念
植
樹
を
行
な
っ
た
。

　

④
試
作
桑
園
の
経
営

　

一
九
一
六
年
に
借
用
し
た
官
有
地
で
、

桑
園
の
経
営
を
始
め
た
。
以
後
、
桑
葉
施

肥
、
五
月
と
八
月
に
桑
葉
の
売
却
に
つ
い

て
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
後
年
吉
五
郎
は
青
年
会
の
顧
問

を
務
め
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
四
一
年

ま
で
、
所
有
す
る
畑
地
を
青
年
会
に
貸
与

し
た
。

　

一
九
一
七
年
四
月
に
中
里
村
青
年
会
が

発
足
し
、
小
山
青
年
会
は
そ
の
支
部
と

な
っ
た
。
こ
の
頃
、
都
筑
郡
連
合
青
年
会

な
ど
の
運
動
会
が
行
な
わ
れ
た
が
、
支
部

か
ら
村
青
年
会
に
代
表
を
派
遣
し
て
い

る
。
写
真
３
は
、
そ
の
よ
う
な
運
動
会
の

記
念
に
撮
影
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

字
の
男
子
を
会
員
と
す
る
小
山
青
年
会

は
、
農
業
分
野
で
は
、
稲
種
子
の
塩
水
撰

を
実
施
し
、
農
作
物
品
評
会
、
試
験
桑
園

の
経
営
等
を
行
な
っ
た
。
公
共
的
な
事
業

で
は
、
道
路
工
事
の
請
負
や
道
路
標
柱
の

設
置
、
従
軍
者
及
び
帰
還
者
の
送
迎
、
留

守
宅
の
農
作
業
等
の
手
伝
い
、
と
い
う
役

割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、中
里
村
青
年
会

が
創
立
し
そ
の
支
部
と
な
っ
て
か
ら
は
、

字
で
の
公
共
事
業
と
同
時
に
、
郡
や
村
の

青
年
会
（
団
）
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
事
業

に
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

資
料
か
ら
は
吉
五
郎
と
同
様
に
、
小
山

の
複
数
の
「
農
村
青
年
」
た
ち
が
、
中
里

村
青
年
会
に
統
一
さ
れ
る
ま
で
、
有
終
会

と
小
山
青
年
会
の
両
方
に
所
属
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
日
々
の
農
作
業

の
か
た
わ
ら
、
前
者
で
は
農
業
技
術
な
ど

の
学
習
と
と
も
に
文
学
を
楽
し
み
、
後
者

で
は
地
域
及
び
村
の
公
共
事
業
な
ど
の
役

割
を
担
う
日
常
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

吉
五
郎
は
、
一
九
三
九
年
四
月
一
日
、

第
六
次
市
域
拡
張
に
よ
り
中
里
村
が
横
浜

市
に
併
合
さ
れ
る
際
に
、
当
時
病
床
に

あ
っ
た
村
長
に
代
わ
っ
て
助
役
と
し
て
引

き
継
ぎ
事
務
を
行
な
っ
た
。

　

資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
宮
田
吉
秀

氏
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

�

（
上
田
由
美
）

写真３　中里村青年会記念写真　宮田吉秀家文書
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ミ ニ
展 示

　

こ
の
た
び
当
館
で
は
内
田
憲
一
家
文
書

の
寄
贈
を
受
け
た
。
同
家
文
書
は
六
点
の

み
だ
が
、
明
治
の
土
地
開
発
に
よ
っ
て
変

貌
し
て
い
く
農
村
の
様
子
を
現
在
に
伝
え

る
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
内
田
家
は
相
模
国
鎌
倉
郡

長
沼
村
（
の
ち
豊
田
村　

現
在
の
横
浜
市

栄
区
長
沼
町
）の
村
役
人
を
務
め
て
い
た
。

長
沼
村
は
西
境
に
柏
尾
川
が
流
れ
、
東
海

道
戸
塚
宿
か
ら
鎌
倉
へ
と
至
る
道
（
鎌
倉

往
還　

現
在
の
県
道
二
〇
三
号　

大
船
停

車
場
矢
部
線
）
が
貫
通
す
る
交
通
・
物
流

の
要
衝
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
が
開
港
す
る
と
、
馬
車
・
人
力
車

な
ど
が
普
及
し
、
鎌
倉
往
還
沿
い
で
は
険

路
を
整
備
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
一
月
、

神
奈
川
県
は
内
務
省
に
対
し
、
長
沼
村
と

飯
島
村
の
間
を

通
る
蛤
坂
の
道

路
開
削
を
求

め
、
伺
書
を
提

出
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と

「
従
来
険
亜
ニ

シ
テ
殊
ニ
屈
曲

多
ク
人
車
通
行

ノ
不
便
少
カ
ラ

サ
ル
ヨ
リ
今
般

村
民
共
奮
励
寄

附
金
ヲ
醸
出

シ
」（『
神
奈
川

県
史
料
』
第
二

巻
政
治
部
二
）

と
あ
る
。
こ
の

寄
付
に
応
じ
た

村
民
の
一
人
が

内
田
定
吉
で
あ
っ
た
。
内
田
憲
一
家
文
書

に
は
神
奈
川
県
令
沖
守
固
が
一
八
八
四

（
明
治
一
七
）
年
六
月
に
出
し
た
定
吉
宛

感
謝
状
二
通
が
残
る
。
明
治
の
道
路
整
備

は
地
域
住
民
の
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立

た
な
い
事
業
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
鎌
倉
往
還
に
沿
っ
て
流
れ
る

柏
尾
川
は
た
び
た
び
氾
濫
し
、
流
域
の
耕

地
に
被
害
を
与
え
て
い
た
。一
九
〇
五（
明

治
三
八
）
年
に
な
る
と
柏
尾
川
流
域
の
町

村
が
河
川
改
修
を
目
的
と
す
る
耕
地
整
理

を
計
画
し
は
じ
め
、
翌
年
に
は
農
商
務
大

臣
に
認
可
さ
れ
た
。
長
沼
村
は
一
八
八
九

（
明
治
二
二
）年
四
月
に
上
倉
田
・
下
倉
田
・

飯
島
の
各
村
と
合
併
し
、「
豊
田
村
」
に

な
っ
て
い
た
。
豊
田
村
は
じ
め
柏
尾
川
沿

い
の
町
村
は
一
致
協
力
し
て
改
修
工
事
に

取
り
組
み
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年

の
工
事
完
了
時
に
は
堤
に

山
桜
を
植
え
、
戸
塚
町
で

竣
工
式
を
挙
行
し
た
。
内

田
憲
一
家
文
書
に
伝
わ
る

同
年
五
月
七
日
作
成
の

「
神
奈
川
県
鎌
倉
郡
戸
塚

町
豊
田
村
長
尾
村
本
郷
村

連
合
耕
地
整
理
図
」
か
ら

は
、柏
尾
川
や
鎌
倉
往
還
、

さ
ら
に
は
東
海
道
本
線
に

沿
っ
た
当
時
の
耕
地
の
概

況
を
確
認
で
き
る
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
四
日

ま
で
開
催
す
る
ミ
ニ
展
示

で
は
、
明
治
時
代
に
お
け

る
鎌
倉
往
還
・
柏
尾
川
の

開
発
に
つ
い
て
、
内
田
憲

一
家
文
書
を
通
じ
て
紹
介

す
る
。�

（
神
谷
大
介
）

▼企画展
（1） レンズ越しの被災地、横浜
　―写真師たちの関東大震災―
　会期：2021年 1月30日（土）～ 4月18日（日）

（2） 江戸時代の日本とイギリス（仮称）
　会期：2021年 4 月24日（土）
� ～ 7 月11日（日）（予定）
　日本とイギリスの交流は17世紀初めにはじ
まります。「鎖国」によって直接の交渉は一時
途絶えますが、19世紀のアジア進出とともに、
イギリスは再び日本とのつながりを深めてい
きます。当館の所蔵する歴史資料から開港以
前の両国の関係を考えます。
▼�関連講座 「関東大震災と災害写真―被災地・
横浜の風景―」
日時：2021年 3 月 6 日（土）　13：30～15：00
会場：横浜開港資料館 講堂
定員：40人　参加費：500円　＊事前予約制
▼展示図録
横浜開港資料館編『レンズ越しの被災地、横
浜―西野写真館旧蔵関東大震災ガラス乾板写
真―』の販売
A 4 判、 48頁、 1,200円＋税
西野写真館旧蔵関東大震災ガラス乾板写真の
詳細を解説した写真集。写真師が捉えた被災
地を全28枚の写真で追いかけます。横浜市街
を流れる河川の状況や、瓦礫の山となった山
下町、外壁を残して焼け落ちた建造物群、そし
て倒潰した港湾施設など、約100年前の地震の
惨状が浮かび上がってきます。

▼濱ともデーについて
2021年 3 月31日までの毎月第 2 水曜日に濱と
もデーを開催します。
この日は、横浜市内在住65歳以上の方限定で、
100円の入館料が無料となります。
＊�ご入館の際に「濱ともカード」をご提示くださ
い。

▼寄贈資料
・堀正義旧蔵文書　180件　（齋藤雄治氏）
・「御開港横浜之全図」　1 件 1 点　（亀田淳氏）
・関東大震災後他の郵便物　21点
　（本池悟氏）
・西野写真館旧蔵関東大震災ガラス乾板　28点
　（三浦君代氏）
・内田憲一家文書　6 点　（内田憲一氏）
▼閲覧室での資料閲覧利用について
閲覧室のご利用は、事前予約制（先着順）です。
閲覧希望日前日の正午までに、電話で予約し
てください。予約なしでの入室はできません。
＊�詳細は、当館ホームページでご確認いただ
くか、電話でお問い合わせください。
開室時間　10：00～12：00、 13：30～15：30
休 室 日　�月曜日・火曜日（祝日の場合は翌

日）、資料整理日、年末年始など

資 料 館
だ よ り

休館日・休室日のお知らせ
（ 1/30  ～  4/18）

展示設営及び資料整理のため、以下の日
はお休みさせて頂きます。なお、毎週月曜
日は通常の休館日となり、閲覧室は毎週
月曜日・火曜日ともに休室いたします。
＊�2/17 ㈬ ～2/19 ㈮ は資料整理週間のた
め、閲覧室は休室いたします。
＊�2/23 （火・祝）は閲覧室を開室いたしま
す。

閲覧室 2/17㈬～2/19㈮、2/24㈬、
3/31㈬

電話番号　045－201－2150
電話受付時間（開室日のみ）
　　　　　10：00～12：00、13：00～16：00
▼Twitter はじめました
展示や所蔵資料のほか、開港資料館の「今」
の情報をお届けします。
Twitter　＠yoko_archives

＊�ご入館の際には、オンラインによる事前予約
（日時指定）をお願いいたします。
＊�今後の状況により、開館日や開催内容等を
変更する場合がございます。最新情報は、
当館ホームページ（http://www.kaikou.city.
yokohama.jp/）でご確認ください。

図　神奈川県鎌倉郡戸塚町豊田村長尾村本郷村連合耕地整理図
　　1910（明治43）年 5 月 7 日　当館蔵（内田憲一家文書）
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